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語家の高座に敷く緋毛氈である。何とこれは奥様
に作ってもらったのである。
かくして万事にきめ細かく行き届く北村先生，
先生がいよいよ定年で退官される。同じく退官す
る小生は戌年の遅生まれで，半年も余計に禄を食
ませてもらった。それに対し北村先生は亥年の早
生まれ，お誕生日とほぼ一緒に定年となる。単な
る偶然に過ぎないのだが，こんなところにまで控
えめの気配りか(？)と，あらぬことまで感じ入っ
てしまう。
北村先生，スキップ通りでの談論風発の会もで
きなくなりますね。学生たちとの叱咤激励の集い
（どちらを？）も終わってしまいます。寂しいこ
とですが，お互いの住まいに近い千葉の浦安か船
橋で，時おりは回顧と近況報告の会を開きましょ
うね。8年間の得難いご交誼に心から感謝いたし
ます。どうかいつまでもお元気で！
北村靖道先生へ贈る言葉
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